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自動車登録番号又は車両番号 ※初度登録年月 ※車   名
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※型   式 車台番号(登録・車両番号のない自動車のみ記載) ※原動機の型式
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〔Ⅱ〕その他、保安基準適合維持のため点検・整備が必要と認められた項目

ロハンドルの遊び・緩み・がた、ギヤボックスの機能、ロッド及び

ナックル・アーム類の連絡部の摩耗・亀裂・取付状態

ロナックルとフロント・アクスルの隙間、かじ取り車輪の左右の

回転角度、チェンジ位置、警音器の識別表示、警音器の音

‐ 色・音量、灯火装置の識別表示

|□ ABS装置の機能、駐車レバーのラチェット部の摩耗・損傷

信 1咆 蝙 』 鑑 ]醜
1 能、計器の作用

|□消火器の有無
|□突起の有無、回転部分の突出の有無、車体表示、巻込・突

1 入防止装置等の取付状態

|ロヘッドレスト、乗降回、車室、通路、ドア・ロックの機能

|□その他

|〔Ⅱ〕の中で点検を必要としない場合は抹消する。

電 子 制御 装 置 整 備

(内 ):構内外注、 (外 ):外注

点検箇所

_・ 圧カスを燃料とす

6燃 料 装 E等

塵      席

開扉発車防止装置

点検項 目

導管及び継手部のガス漏
れ及びlll傷

ガス容器取付部の経み汲
ぴ損17j

非常口の藤の機 llL

経み及び規傷
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十スヘアタイヤの
取付状態
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カプラの機

“

ヒ汲び損傷

ビン トル フ ックの摩耗
Ot裂 及び猥傷

座席ベル トの状態

(損傷、作用)
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鉤 :

■‐★の詳細は右下に表示。

■  人の運送の用に供する自動車に限る。

() 3月 あたりの走行侵E離 2千km以下で、

前回点検を行つたことが朗確である場合、

1回 に限り省略可。

☆  車両総重量8ト ン以上又は乗車定員

30人以上の自動車に限る。

この梱はお客様のご承諾を頂き、保安基準
適合維持のため実施した点検・整備項目です.

〔I)日常点検項目(除 :定期点検実施項目)

ロ エンジンのかがり具合、異音
[「 エンジン・オイルの量
ロ ブレーキ空気圧力の上がり具合

□ 空気フレーキのブレーキバルフ排気音

□ バッテリの液量
□ 冷却水の量
EIJランプ類・方向指示器の点灯、点減、

汚れ、損傷
ロ ディスク・ホイールの取付状態

帽TT議肇λ嘗勤量士履螢秀
車定]

ロカメラ

ロ レーザー

ロバンバ

ロエーミング

ロ レーダー

ロ ガラス

タイヤ溝の深 さ (1 6mm以 上 )
ブレーキ・パッド、ライニングの厚さ

ハ ン ド ル 作具合 V
制

動

ンタブレーキ

ラム及びライ

ン  グ

ドラムの取付けの組み

ドラムとライニングとのすきF.l

ライニングの摩it

ドラムの摩III及 びlll傷
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点 火 装 置

シリンタ・ヘ ンド及びマニホ
ールド各部の締付状態

油漏れ        |

燃料滉れ       |

ファン ベル トの経み汲び

損傷

水漏れ

メターリング バルプの状態

配管のlll傷

配管等の綺傷

チャコール キャニスタ螺吉
より及硼 傷

チェック バルプの機能

触媒反応方式等排出カス
1減少装置の取付 けの組み
1及 び損傷

ギヤ ボックス
油漏れ

取付けの緩み
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ボール・ジョイントのダスト
ブーツの亀裂及びlll傷
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ブレーキ機 構
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ホ イ ー ル

)タ イヤの状態(空

't圧亀裂、損傷、霙状な摩耗、
溝の深さ)

ホイール ナット及びホイー
ル ボルトの経み

ングのがた

1ヽ ホイール ナット汲びホイ
ー,レ ポルトの撮傷

リム サイドリング及びディ
スクホイールのlli傷

リヤ ホイール ベアリング
のがた
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パワー‐ステアリンク

ベルトの編み及び相傷
じ由鳥れ及び油E

取付けの部み
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電 気 配 線
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フレーキ ペダル

遊び及び踏み込んだときの
床板とのすき飼
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スプリングのlll傷

取付部及び連結部 (スプリ
ング、フラケット)の織み が

た及びIIl傷
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71tl滑 装 置

ホ ー ス 及 び
′ヽ   イ   フ

漏れ、撮傷及び取付状態 ν

サスペンション

スプリンクの働傷 ・／
冷 却 装 置

クリサーバ タ

マスタシリンダ
ホイール シリン
ダ及びデイスク
キ ャ リ バ

機能、摩耗及びI島 傷
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がた及び楓傷

エア漏れ

て,ベローズの機傷

|'取 付部汲び連給部の緑
み及び損傷

レベリング′`ルプの機能
(ベローズの高さ)
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出ブレーキチャンバ
ロンドのストローク

1湾 能

ブレーキ′`ルブ
クイノク‐レリーズ
バ ル ブ 及 び
リレー ′`ルフ
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― 酸 化 炭 I「 等

発 散 防 止 装 置
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ベダルの遊び及び切れた

ときの床板 とのすき問

作用

液量
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C,由潟オl及 び,由 量 r
警苦器 窓拭き器、洗
う液瞑射装置 デフロ
スタ及び施饉装置

エグゾーストバイプ

及 び マ フ ラ

ブレーキドラム汲
びブレーキシュー

ドラムとライニングとの
すき間

1)シ ューの摺動部分及び
ライニングの康耗

ドラムの摩耗汲び損傷 プロベラ,シ ャフト

及びドライブ・

シ ャ フ ト

(I連絡部の緩み

自在継手部のグストブー

ツの亀裂及びlrl傷

継 手 部 (ス プライン、ユ

ニ ′` 一サル ジョイント)

のがた

センタベアリングのがた

/
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バック プレート|バ ンク プレー トの状態
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エア コンプレッサ

エア‐タンクの凝水

コンプレッサ、プレッシャレ
ギュレータ及びアンローダ
バルプの機能

CO、 HC濃度 (ア イドリング時 )

田 大型特殊 自動車 を除 く,

★ 原rlj機、制動装置、アンチロック
キシステム及びエアバ ング、衝突被害軽
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キシステム及びエアバング、衝突被害軽減制動市1

御装置、自動命令型操鱚機能及び自動運転装置に
係る識別表示の劇実をもって代えることができ

区 分 及 び 記 号 メンテナ
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自動車特定整備事業者の氏名又は名称、事業場の所在地及び認証番号

共厚棠姫路市大角66各地の i

有隕会社拳相自動率工業
霊話(0792)67-039
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次回の定期点検整備実施時期
|る 。

もっ こ と

ダ
年 6月  日 点検又は特定整備

時の総走行距離
zi?{,f Km

点 検 年 月 日 学
年′>弓42月整 備 主 任 者 の 氏 名

前θ髪層 整備完了年 月日 ¢ 年12観;ゝ

近 畿 運 輸 局 監 修
近畿地区自動車整備連絡協議会 (不許複製)


